

























































　そして、1892年、ハワード・スワンら（Howard Swan & Victor Betis）に
よるグアンの英訳『The Art of Teaching and Studying Languages』が刊行さ
れると、松田はいち早くこれに注目して、熱心にその研究と実践に取り組んだ。
19世紀末「最初の日本語学校」を導いたグアン・メソッド　3
　 2 - 2 ．松田一橘の「英語教授法」（1998）とグアン・メソッド
　スワンによるグアン・メソッドの本が出版されて以来 6 年に渡る英語教育と
日本語教育における実践を通して得た知見に基づき、1889（明治31）年、29歳






















教師：It is･･･It is･･･Is it･･･Is it･･･What is it?　 What is it?
生徒：It is 朝。










　「It is morning. The child awakes. The child gets up. The child washes his 
face. The child goes to his father. The child says,” Good morning, Papa.”」
　ちなみに、この文は、この 2 年後に来日したスワンと松田の共著『Japanese 
Scenes in English』（1902）の最初の課文「It is morning. I get up. I wash my 

















































　 2 - 3 ．グアン・メソッドの英訳者スワンとの交流
　グアン・メソッドの英訳者スワンが、神田乃武（1857-1923）の要請を受け




　スワンは1902年 7 月25日から 8 月14日にかけて文部省が東京高等商業学校に
おいて開催した英語教員のための夏期講習会でグアン・メソッドを説いた。そ















































　 2 - 4 ．スワンとの共著『Japanese Scenes in English』（1902）
　1902年 9 月、松田一橘はスワンと共著で『Japanese Scenes in English：






















　 3 - 1 ．松田一橘の日本語学校の開校（1904）
　個人教授などで日本語教育の実践を積んだ松田一橘は、1904年10月に外国人








会話（ 6 ）、讀方・翻訳（ 5 ）、文法・練習（ 2 ）、書方・書取（ 2 ）
上記に加えて　作文、漢字学習
高等科 話方練習（ 3 ）、英文和訳（ 3 ）、読方・意訳（ 3 ）、文語文法・日本文学（ 2 ）、









で、学期ごと（10月-12月、 1 - 3 月、 4 - 6 月）に変動があったが、2013年10
月に「日語学校」に引き継がれたときの人数は46名であった。
　 3 - 2 ．松田一橘の日本語教科書、『日本語教草』（1906）
　開校 2 年後の1906年に、グアン・メソッドを日本語教育に応用した教科書、
Isao, K Matsuda “Text-Books of Japanese Conversation, No.1”、松田一橘『日
本語教草　巻二』（教文館）が出版された。前者には、著者の肩書きとして
「Principal of the Japanese Language School for Foreigners in Tokyo（東京の
10　専修国文　第101号
外国人のための日本語学校校長）」と書かれている。
　スワンとの共著『Japanese Scenes in English』と松田の “Text-Books of 













































　「No. 1 」の「序文」によると、テキストは 3 分冊で構成され、ローマ字によ
る 1 冊目、かな書きによる 2 冊目に加えて、3 冊目は「本文の英訳、文法解説、
会話練習、語彙（日英、英日）」であると説明されている。 1 冊目が「No. 1 」、









　 3 - 3 ．ミッションによる「日語学校」設置計画と松田一橘
　竹本（2004）は、在日宣教師同盟による年次出版物 “The Christian Move-
ment in Japan” の記述から、「日語学校」設立に至る経緯を丁寧に辿っている。
在日宣教師同盟では、その20年前から日本語教育について議論していたという
が、「日語学校」設置への本格的な議論は1904年 1 月に開催された在日宣教師
同盟の第 3 回総会において始まった。その年の 2 月には日露戦争が始まり、翌
1905年 9 月に日本の勝利で終結すると、欧米からの日本への関心は飛躍的に高
まる。宣教師同盟が日本語学校建設計画を本格化するのは、この時期であった。
　1905年 1 月、在日宣教師同盟の第 4 回総会において、ワイコフが、松田一橘
の日本語学校を紹介、同盟は、松田に学びつつ日本語学校の設立準備をしてゆ













































竹本（2007）には、1913年度の教材一覧が示されており、 1 年目 1 学期の「読
方と翻訳」に『尋常小学読本』巻 1 、 2 が使われているのが確認できる。
　 4 - 2 ．「日語学校」における教育課程とグアン・メソッド
　「日語学校」の日本語の授業は、本科は午前 9 時から午後 5 時まで週15時間、
速成科は午後 5 時以降週 2 時間で、内訳は次のとおりである（竹本2004、p.47）。











が掲げられている。 1 年目 1 学期、「文法」には松田も初期に使っていたラン
ゲの教科書が、そして「会話」には松田の「No. 1 」「巻二」が使われ、「書方
と書取」でも、松田の「巻二」の片仮名、平仮名が使われている。
　松田の教科書は 1 年目の 2 学期にも継続して最後まで使われ、あわせて教師




















3 学期まで綿密に組み立てられており、「読方と翻訳」では、 3 年目の 2 学期
に巻12を終えるまで『尋常小学読本』が通して使われ、 2 年目の 3 学期からは
「創世記」「説教」「讃美歌」「聖書」などキリスト教の文献も用いられる。「書
方と書取」の 2 、 3 年目では、毛筆の書体を扱うチェンバレンの『文字のしる
べ』も使われ、充実した授業の様子がうかがえる。
5 ．松田一橘と松宮弥平





































































1906年 “Text-Books of Japanese 






















逝去 1908年11月、結核にて。39歳 1946年 7 月、脳溢血にて。75歳











いるものが多い。例えば、「巻二」では 1 課から 6 課までが「電車（ 1 ）」から
「電車（ 6 ）」である。また、「巻二」の第 7 課は「訪問」だが、第13課から20




















　 5 - 4 ．松宮弥平（1936-38）『日本語会話』におけるグアン・メソッドの影響
　両方に存在する「停車場」を例に、本文を並べて、両教材を比較してみる。
松田『日本語教草』第12課 松宮「巻二」第13課
（ 1 ） タビビト・ガ　テイシヤバ・
ニ　つク。
（ 2 ） キップ＝ウリバ・ヘ　イ
ソイデ　ゆク。
（ 3 ） ソシテ『カマクラ　ニト
ウ　イチマイ』と　いフ。











（ 5 ） タビビト・ハ　ニモツ・
ヲ　キシヤ・ニ　あヅケ
ル。
（ 6 ） トキ・ニ・ハ　トモダチ・
ニ　デンパフ・を　かケ
ル。







































































































（ 6 ）  A.P.R.Howatt and Richaed G. Smith 編（2000） “Foundation of Foreign 
Language Teaching Vol.Ⅵ　Gouin, François” 所収 “The art of teach-
ing and studying Languages” p.53.
（ 7 ） 松田は、神田乃武が東京外国語学校校長を務めていた1899年 9 月に英語
科講師（教授は浅田榮次と村井知至）、同年12月に解職（『東京外国語学
校史』p.313）。













ここで授業が行われたのは1918（大正 7 ）年 9 月までの 5 年間で、その
後は、1936年に芝に校舎が建つまで、基督教関係の場所を転々とした。
22　専修国文　第101号
（14） 竹本（2011）p.56より。Fanny Ensworth Griswold “Tokyo Japanese Lan-













































Edited by A. P. R. Howatt and Richard G. Smith（2000） “Foundation of For-
eign Language Teaching Vol.Ⅵ Gouin, François” Routledge, London and 
New York．
